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今回は海藻を思わせない名前の「ムカデノリ」と「ウミゾウメン」を紹介します。
「虫の名前」が付いたムカデノリは、図鑑では紅藻類のスギノリ目、ムカデノリ科、ムカデノリ属に分類
されています。その名に由来する容姿で、赤紫色の帯状に細長く伸びた葉の両端から細長い葉が足状に沢山
出ている形状がムカデを連想させます（写真 : 株式会社ノア隠岐提供）。
隠岐島沿岸では数 10cm程の浅所に群生し、他の海藻と混じっての生育もみられます。この海藻、怖い名
前が付いてますが、名前に似合わず、よく食用に利用されているのはご存知でしょうか。実はとても馴染み
のある海藻で、刺身のツマや海藻サラダに利用されています。スーパーで販売されている乾燥した海藻サラ
ダにも入っていることがあります。6～ 7月には大きく生長していますので、サラダの材料に摘んでみては
如何でしょう。
次に「そうめん」を連想させるウミゾウメンです。図鑑では紅藻類のウミゾウメン目、ウミゾウメン科、
ウミゾウメン属に分類されています。その呼称通りに細長く数 10cmに伸びた容姿は麺類の様です（写真 : 
株式会社ノア隠岐提供）。
隠岐島沿岸では 10数 cm程の浅所に群生して生えています。5-6 月頃の海
で波に揺さぶられる様は「そうめん」を思わせ、名前がぴったりです。紫色
の綺麗な姿で、手触りも麺の様です。休日にお子様とおままごと遊びに摘ん
でみては如何でしょう（付記 : アメフラシの卵が「そうめん」状です。黄色く
識別が出来ますが、ご注意下さい）。
九州や山陰の一部では食用に利用されています。これは湯通しすると緑色
になります。モズクの様に三杯酢で調理すると
美味しく、食感も楽しめるとのこと。
このように両種類は食用利用されている海藻
で、養殖技術も開発されています。産業的な生
産には至ってはいませんが、ご興味のある方は
お問い合わせ下さい。美味しい海藻ですので、
島の新たな食材に考えてみてはいかがでしょう。

海藻専門家の一口メモ 岡部株式会社応用藻類学研究所　林さん
株式会社ノア隠岐　山谷さん　

▲ムカデノリ

▲ウミゾウメン（写真左）と、良く似た形のアメフラシの卵（写真右）は色が黄色

　産業振興奨励事業について、以下のとおり公募を行います。
平成３０年度中の事業実施を希望する方は、要件等をご確認のうえ、役場産業振興課までお申込ください。

平成 30年度　第 2回　産業振興奨励事業の募集について

１．対象となる事業の要件
　　・水産、農林、商工観光の研究、企業化、実用化等であること
　　・事業開発等審査委員会の審査を受け、審査基準をクリアすること　等

２．申請者の要件
　　本町の住民及び居住地が本町にある者　等

３．奨励金の上限等
　　ハード事業部分・・・500 万円以内（補助率 2/3 以内）
　　ソフト事業部分・・・ 50 万円以内（補助率 10/10）

４．応募の方法
　　所定の申請様式に必要書類を添付のうえ、お申込みください。
　　様式について詳しくは産業振興課までお問い合わせください。

5．応募の締切
　　平成３０年７月 13日（金）までに、産業振興課まで書類一式を提出してください。
　　※申請書は締切までに記載内容、添付書類等に不備のないもののみ受付けます。
　　　見積書等手配に時間の掛かるものもありますので、余裕をもってご準備ください。

６．事業開発等審査委員会 平成３０年７月中に開催予定

７．お問い合わせ先 産業振興課　６－１２２０
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集落支援員紹介

地域おこし協力隊員紹介

平成30年6月より西ノ島町にて活動している集落支援員を紹介します。何卒よろしくお願いします。

平成30年6月より西ノ島町にて活動している地域おこし協力隊員を紹介します。何卒よろしくお願いします。

氏　　 名　東
あずま

　真
ま み

美
出　　身　隠岐の島町

趣　　味　旅行

自己ＰＲ　

　西ノ島町に来て、今年で３年目になります。まだ分からないことも多いのですが、少しでも
早く西ノ島町の皆様に貢献できるよう頑張ります。何卒よろしくお願いします。

氏　　 名　池
いけ だ

田　八
や え こ

重子
出　　身　静岡県

趣　　味　手先を動かす物作り、絵を描くこと、野菜の観察

自己ＰＲ　

　小さな頃から海、川、山が近くにある環境で生活していましたが、島で生活するのは初めて
の経験でまだ緊張しています。なるべく早く西ノ島町の自然や町民の皆様と仲良くなり、西ノ
島町の魅力を取り入れて自分らしく暮らしていけたらと思っています。どうぞよろしくお願い
します。

地域おこし協力隊だより
～観光支援～

みなさま、こんにちは。地域おこし協力隊、観光支援員のラッ

セル早紀です。

平成30年4月21日（土）から5月6日（日）まで、東京のギャ

ラリーにて「離島の風景 365days of islands」という写真展が

開催されました。

日本各地の離島に住む人々が、この写真展に協賛いただいた富

士フイルムの“写ルンです”（インスタントカメラ）を使って、平

成29年 1月 1日（日）より12月 31日（日）までの1年間

を撮影しました。伊豆大島、神津島、三宅島、上甑島、喜界島、

そして西ノ島の6島が参加し、それぞれの島の日常の様子や景色

などおよそ70点が展示され、温かい写真展となりました。

私も1年間、毎日写真を撮ったのですが、365枚の写真の中

から展示用の10枚を選ぶ作業に数日頭を悩ませました。

おかげさまで写真展は盛況のうちに終了し、たくさんの「西ノ島へ行ってみたい！」という嬉しい声を

来訪者より聞くことができました。今後もさまざまな形で西ノ島のＰＲに努めていきたいと思います。

観光定住課
所 属

観光定住課
所 属


